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1 はじめに

フリージアは切花長 70C m以 上となると「伸びすぎ」

とされ、市場評価を下げる要因の 1つ となる。冷蔵促成

栽培では、大きめの球根を使用するため、主力品種 `ア

ラジン'のように草勢の強い品種では茎葉が徒長しやす

い。また、生産現場では冷蔵中に伸びた葉を定植前に剪

薬する事例が見られる。そこで、定植前の剪葉処理が茎

葉徒長の抑制効果と品質に及ぼす影響について検討した。

1 試験方法

試験は 2000年 から2002年 の 3年間で行つた。いずれ

も `ア ラジン'の 自家養成球を供試した。5月 下旬掘上

後 30℃で 5～6週間、くん煙処理 3～4日 間、25℃で 30

～35日 間処理して休眠打破を確認した。冷蔵処理はピー

トモスを連結ポットまたはセル トレーに充填し、球根定

植後 10℃冷蔵庫へ入庫し、2000年は 59日間、2001、

2002年 は標準の 45日 間行つた。定植時 2芽/球以上の

場合には 1芽に調整し栽植密度は 8,100球′aと した。剪

葉処理は定植時に行い、処理方法は表に示す。

″   ″   ″ 15～20cm未満 無処理・5cm残・1∝m残

2 試験結果及び考察

(1)2000年
剪葉処理により草丈が短く 60 Calの 階級が多く `ア ラ

ジン'と しては適当な草姿となつた。また、花らい数、

花下がりに及ぼす影響はなかつた (表 1、 2)。 なお剪葉

処理により収穫日に遅れがみられた。

(2)2001年
剪葉処理は花茎の伸長を抑制し、10cm残 剪葉では

60cmの階級が多かつたが、 5 cnl残 剪葉では50cmや くず

など下位階級の割合が増加したが、収穫日に差はみられ

なかった (表 3)。 花らい数、花下がり程度には前年同様

影響はなかつたが、剪葉区で縮葉の発生が多い傾向がみ

られた (表 4)。

(3)2002年
葉長 15cm以下の場合、剪葉を行うと30～40clllの下

位等級が増加するため実用的ではないと考えられた。

葉長 15clll以 上の場合、5cm、 10cm残剪葉では本葉

の一部が欠損したが収穫時には日立たず、品質に影響は

ないと判断された。10cm残剪葉で 3cm程度、54・・n残剪

葉で 5～ 7clll草丈が抑えられ、70clll以 上の割合が低下

した。 2L～ L率は大差なかった。また、収穫日に差は

みられなかつた (写真 1、 表 5)。

軽微な縮葉は剪葉の有無に関わらず、下位葉に発生し、

剪葉により増加したが、品質への影響は少なかった。ま

た、第 1～ 2葉が伸長時に鞘葉に引っかかつて巻き込む

症状は剪葉区ではほとんど見られなかつた (表 6)。

3 まとめ

冷蔵促成栽培において、冷蔵処理終了後 (定植直前)

に剪葉処理することで草姿をコンパクトに改善できる。

しかし、葉が短い場合は下位等級が増加するため、冷蔵

中に 15cm以上に伸びた場合に locm程度残して剪葉す

るのが適当と考えられる。本処理により下位葉の縮葉は

増加するが、多くは軽症で上位葉や花薔数などへの影響

はなく、本葉が伸長時に鞘葉に引っかかつて巻き込む症

状を回避できるなど商品性に問題はないと判断された。

始期  終鋼  40m～ 60cm～ 00cm～ 70cm～ 30cn■

10cm残  12/31 :/22 0    31    39    11     0

無処理 12/251/16   0  0  3  38  31
注)■ :始期1096、 終期9096収積

無処理  775 600 244 82   0
*:正常0、 第1花が薔の長さ以内に下がつている:1、

書の長さ以上に下がつている2

-247-



東 北 農 業 研 究 第 57号  (2004)

5cm残
10cm残

無処理

63     146

83    104
104     63

417    21
458    104
271    396

11/28 12/10  12/4
11/28 12/14  12/4
11/28 12/14  12/5

63
00
00

４

　
５

70
68
66

41
45
66

208
104
83無処理 00

写真 1剪葉の程度による草姿の違い

左 :無処理、中:10cm残、右 :5cm残

熱 饉 量

1 0om残

定植時
新葉長
(cm)

収穫        本葉  本葉 50-60 30-40
割合 割合有無 草丈 始期※)切花長 花警数 剪葉数未剪葉数 30～ 40～ 50～ 60～ 70～

(om)(月 /日 )(cm) (個) (枚) (枚 ) (%)(%)(%)(%)(%)(%) (%)
10～15 5cm残   -  12/24 50  66   13

夕RttL理1  14    12/21  58    67    00
36    15  28  30  20    1
51    0   14  28  51    4

50     43

79    14
15～20 5cm残

10crう曳

無処理

12/21  53    73    14
12/21  57   70   11
12/19  60    72    00

35    1   31   47   16    1
39    3   17  35  33    9
51     5   11   29  32   19

一
　

一　

７

63    32
69    20
61     17

20～25 5om残  ―

10o記践  ―

38    5   18  40  27    7
38    4   20  24  47    4
52    0   11  22  51   14

12/22  56    73    11
12/22  57    72    12

弊熙列LEE  22    12/21  61    72    00

67    23
71    24
73    11

※)収穫量20%に達した日
※※)70,Ocm～ 6輪～、6060～ 70cm・ 6輪～、5050～ 60cm・ 5輪～、4040～ 50cm・ 4輪～、3030～ 40cm・ 4輪～

葉長 剪葉の有無 程度b)c)3以上割合発生割合
(cm)       (%) (%) (%) (%) (%)       (%)  (%)

10～ 15 5cm残  81   92  55   6   1   234   12    0
無処理  85  83  40  13   7   387   41   22

15～ 20 5om残   72   97   72   20   3   249    14     0
10cm残   86   92   48    8    3    223 11         4
夕熙11理丑    92     81      40      15      フ      331       41        22

20～ 25 5om残   84   95   47   11   7   267   17    3
10cm残  73  82  38  8   5   205   9    3
無処理  フ7  61   30   9   2   248   19   14

a)下位からの本葉数 b)Σ (障害程度卵l個体数)/全調査株 X100
c)障害程度は各調査株の最も重症の葉をカウント(下図参照)

0:症獣が認められない

一

2軽い縮葉 巻き込みがあ
るが、品質に影響しない

彎 儘

″ 参

●よく見ないと分からない、
極軽微な縮葉や巻き込み

3:中程度の縮葉・

あり、品質に影響がある
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